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■ はじめに 
道路橋の点検や状態調査のための非破壊検査技術が

数多く開発されている。非破壊検査技術の利用者としては、
調査の目的や求める精度、適用条件を比較して検査技術
を選ぶことになる。複数の機器の特徴や性能が統一的か
つ多角的な指標で整理されていると、選定のための比較
検討に有用である。しかし、実際には、それぞれの技術の
精度や適用条件の情報として、各開発者独自の指標や条
件での試験結果しかない。そこで、国総研では、開発者
側の意見も踏まえて行えるよう、共同研究により、様々な
非破壊検査技術の性能評価のための試験の体系化を試
みた。ここでは、コンクリート部材の内部損傷に対する非
破壊検査技術を例に説明する。 
■ 研究内容・成果 
１．試行実験  

道路橋のコンクリート部材は、多様な形状があり、その
表面は劣化している場合がある。部材内の個々の変状は、
異なる平面位置や深さにあり、その大きさ、向きも異なる。
さらに、部材内の変状は単一で存在するのでは無く、複数
の種類の変状が含まれる場合もある。これに対して、非破
壊検査技術の原理が異なれば適用できる部材の寸法、損
傷の種類や精度、分解能も異なるが、同じ原理の非破壊
検査技術でも異なる場合がある。 

そこでまず、複数の内部損傷がある桁形状の試験体
（以下、「模擬損傷試験体」という。）を作り、複数の非破壊
検査技術で内部損傷の把握を試みた。その結果、各検査
技術が検知対象としていた損傷であっても、検知されない
場合があるという事が分かった。 

次に、内包する損傷の種類を１つに限定し、かつ形状、
内部鉄筋の配置が単純な試験体（以下、「要素試験体」と
いう。）を作り、各検査技術で損傷の把握を試みた。その
結果、多くの検査技術で、それぞれが対象とする種類の
損傷を検知出来るようになった。以上の結果から、各技術
が対象とする損傷の種類の他に、損傷位置、別の種類の
損傷の存在、試験体の内部鉄筋や他の鋼材の配置等の
条件が変わると、検査精度が変化すると考えられる。 

ここまでは新規に製作した試験体を用いた試験であっ
たが、実際の道路橋のコンクリート部材は、経年の使用に
より、表面に微少なひび割れが複数存在することもある。
そこで、実橋から切り出した桁を改造して損傷を内包した
試験体（以下、「実損傷試験体」という。）を作り、各検査技
術で損傷の把握を試みた。この結果、同じ技術でも、模擬

試験体とは異なる正答率が得られた。 
２．特徴や性能を定量化するための試験法のあり方 

以上の結果から、非破壊検査技術は試験体の形状・内
部構造や状態によって検査精度が変化する事が分かった。
そのため、単純構造あるいは、複雑な構造の試験体を用
いた試験だけでは、各技術の特徴や性能を相対的に評
価するデータを得るには不十分だと考えられる。 

そこで、本研究では、図１に示すような非破壊検査技術
の性能評価試験法の試案を提案した。試験法としては、
各技術に対し、基本性能確認レベルの試験から実橋レベ
ルの試験までの性能試験を段階的に行う。この試験法で、
どの段階で、どの変状を、どの程度の誤差精度で把握で
きるのかを相対化、定量化できるようになっている。 

また、計測誤差の表示方法も統一が可能か検討し、図
２に示すような、実際の損傷位置との計測誤差の統一的な
表示方法を提示した。実際の損傷位置を原点とし、各技
術が検知した損傷位置との計測誤差を図化し、損傷検知
位置の偏りとばらつきが視覚的に把握可能である表示方
法としている。 

以上の方法は、様々な対象に対する非破壊検査技術
に対して応用可能である。利用者・開発者の双方にとって、
この試験法が有用であることを期待する。 

 
 
 
 
図1 非破壊検査技術の性能評価試験法（案）イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2 損傷位置の計測誤差結果の表示例 
■ 関連情報等 

国土交通省新技術情報提供システム（NETIS）では、非
破壊検査技術の性能評価を行っており、国総研の研究成
果も踏まえ、段階的かつ相対的な性能評価をしている。 
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